
山之内さんは、学生時代から薬の開発に興

味があり、病院に就職して治験業務を担当し

たいと考えていた。しかし、就職活動などを

通じ、病院ではすぐに治験に携わることがで

きないことが分かった。そこで、モニターを

目指し、東邦大学薬学部を卒業後、2004年４

月にCROのシミックに入社した。

入社後は、GCPや治験実施計画書などに従

い、適切に治験が行われているかを確認する

といったモニタリング業務を担当している。

モニタリング業務では、全国各地の医療機関

に出張することも多いことから、山之内さん

は、仕事のスピー

ドアップを図るた

め、事前にデータ

などをチェック

し、医師に会った時に確認すべき事項をまと

めている。さらに、報告書のミスを減らすた

めのダブルチェックも独自に行っている。

日々努力の山之内さんだが、入社当初は、

「治験を早く始めたい！」という気持ちばか

りが先に立ち、空回りしてしまった時期もあ

ったという。山之内さんは「エントリー期間

が短い中で、早く症例登録したい、早く薬の

承認を取得したいという気持ちが前面に出て

いた時期もあります。治験担当医師に、治験

の登録基準を説明し、『治験に必要なのは、

こういった患者さんです。こういった患者さ

んいませんか、いませんか』と毎回聞いてい

たら、ついに先生から『診療が優先だ！』と

言われてしまいました」と、振り返る。ただ、

そういった経験から医師の様子を汲み取って

行動し、引き際をわきまえ、お願いすべき点

はお願いするという能力がついたという。現

在では、叱られた医師とも「仲良くしている」

と笑う。

この仕事を続ける中で、「CRCを通じて

『この薬いつまで使えるんですか』という患

者さんの感想を聞いたときが一番やりがいを

感じる」と語る。

苦い経験も良い経験も味わい、３年が経過

した山之内さん。将来の夢は、「１つの薬剤

にこだわってやりたいと思う。できれば、第

Ⅰ相試験から順番に開発に携わり、承認まで

持っていきたい。１つの薬のプロフェッショ

ナルになってみたい」と話す。
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シミックのCRO事業本部臨床開発部で新薬の開発に携わっている山之内智史さんは、海外

では承認されているにもかかわらず、日本では承認されていない薬剤が多いことから、モニタ

リング業務を通じて、「少しでも早くよい薬剤を世の中に出していけたらと思う」と話す。将

来の目標としては、１つの薬剤の開発から承認申請までを一貫して担当したいと考えており、

目標に向けて日々努力を重ねている。

シミック 山之内　智史さん

１つの薬のプロフェッショナルに １つの薬のプロフェッショナルに 
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日本保険薬局協会が合同就職説明会を開催 

日本保険薬局協会（NPhA、会長三津原博氏・日本調剤社

長）は、昨年11月10日に神戸市で開催したファーマシーフォ

ーラム2007（日本薬局学会第１回学術大会）に合わせ、07年

度の合同就職説明会を開催した。33社の調剤チェーンが出展

し、100人ほどの学生が参加した。神戸に続いて、東京でも

11月18日に飯田橋の東京ドームシティ・プリズムホールで開

かれ、約430人の学生が参加した。東京会場には54社のチェ

ーンが出展、Ｕターンコーナーには21社が参加した。神戸会

場での開催を皮切りに07年度については、開催予定の仙台、

名古屋、札幌を合わせ、全国５地域において合同就職が開催

されることになる。

今年は１月13日に仙台市シルバーセンターで地元東北地区

の薬局チェーンおよび全国チェーン30社が参加する予定。名

古屋では３月２日、中日パレスにおいて、仙台と同様に地元

および全国チェーン約30社が出展する。同月15日には札幌で

の開催も予定されている。

問い合わせ先は、メールでkoyou2007@nippon-pa.orgまで。

詳細な案内、事前の参加申し込みについては日本保険薬局協

会ホームページで受け付けている。
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